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[諸言]  インク化による印刷技術への応用への期待から、水分散可能な酸化グラフェン(GO)や官

能基付加によって有機溶媒親和性機能を付加した GO が注目されている。しかし、GO の水分散性

及び、有機溶媒に対する機能化 GO の分散性の評価は目視を用いており、評価が主観的で、小さ

な差異が見分けられないといった問題がある。以前の研究において、分散性の客観的評価のため

に、光透過性を利用した分散性測定装置を作製し、分散性の数値的評価を試みてきた[1]。しかし、

作製した分散性測定装置は、低気温環境下において、試料容器内の結露と沈殿物の偏りが見られ

たことから、分散液の対流が危惧される。対流の原因として、試料と隣接した光源の LED の発熱

が挙げられる。そこで本研究では、光源の発熱を抑え、試料との距離を離すことのできるレーザ

ーを光源とする分散性測定装置を作製し、GO の水分散性を評価した。 

[実験方法]  原料 GO はModified Hummers 法によって合成した。試料濃度は 1g/Lになるように

調整し、30 分超音波処理を行った。GO の水分散性は、LED またはレーザーを光源とした 2種類

の測定装置によって測定し、検量線を用いて濃度に変換を行った。作製した分散性測定装置の概

略は Fig.1に示す。 

[結果・考察] レーザーによる分散性の測定結果を Fig.2 に示す。時間依存曲線から穏やかな濃度

低下の後、指数関数的に濃度が変化していることがわかった。また、LED光源の際に危惧された

熱による対流は見られなかったが、試料容器内に結露が見られた。今後は、LED およびレーザー

光源の発熱による試料の温度変化の検討と、レーザー光源による分散曲線の解析を行う。 

   

 Fig.1 Schematic diagram of system  Fig.2 Time dependence of GO dispersion 
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